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はじめに

GoogleのVisionAPIを用いたAR教育コンテンツの作成と

学習評価に関する考察

卒業論文として認められない危険性

環境認識ライフログからの行動パターン解析による類似性・イベント検出
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ライフログ

•環境認識ライフログからの行動パターン解析

→ライフログ（lifelog)=人間の活動（life)+記録（log)

•プライバシーの侵害

•誰でも負担のないライフログの収集
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ライフログ取得アプリケーションの作成
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取得したデータ
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自己組織化マップ(Self Organizing Map:SOM)

• 教師なし学習を行なうニューラルネットワークの代表例

• 何種類かのデータを繰返し入力し続ける:似たようなデータを近くに配置していく

• 一種のデータ圧縮

• 類似した性質を持ったものどうしが近接

するように低次元化を行う
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SOMのアルゴリズム：概要

• 1,入力データを用意する

• 2,出力結果（平面の結果）を初期化する

• 3,綺麗に並べ替える（学習をする）
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1,入力データ

KHcoder
1,単語で切り取る
2,文の中に出現する単語の
回数を表にまとめる
3,csvで出力
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2,出力結果（平面の結果）を初期化

T5’ T8’ T9’

T10’ T6’ T4’

T15’ T19’ T25’
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3,綺麗に並べ替える（学習をする）

T5’ T8’ T9’

T10’ T6’ T4’

T2’ T19’ T25’

結果（競合層）入力データ（入力層）

t1 t2 t3 ・・・

学習の方法
1,入力データ一つ選択
2,入力データに最も似たベクト
ルをもつニューロンを探す
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3,綺麗に並べ替える（学習をする）

T5’ T8’ T9’

T10’ T6’ T4’

T2’ T19’ T25’

結果（競合層）入力データ（入力層）

t1 t2 t3 ・・・

学習の方法
3,周囲にあるニューロンを入力デー
タに近いベクトルにする
4,1～3を繰り返す
入力データ全て学習して：学習一回
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SOMのアルゴリズム：理解
・・・

・
・
・

N次元ある

似たベクトルを持つ
↓
ベクトル同士の距離が近い

(d:距離 n1:入力データのn次元の値 n2:競合層のn次元の値)13



SOMのアルゴリズム：理解

←この中からdが最も小さくなるもの
をさがす

↓みつけたら

周囲にあるニューロンを
入力データに近くする

t1
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T5’ T8’ T9’

T10’ T6’ T4’

T2’ T19’ T25’
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SOMのアルゴリズム：理解

Rnew:ニューロンの新しいベクトル
R1:入力データのベクトル
R2:ニューロンのベクトル
a0:一番最初の近づけ度合
n:現在の学習回数
N:全学習回数
b0:一番最初の周囲

t8

t8

t1
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T5’ T8’ T9’

T10’ T6’ T4’

T2’ T19’ T25’



解析結果(R使用)
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解析結果(R使用)
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今後の展開

• SOM理解→共起ネットワーク

•解析比較：類似性・イベント検出

•卒論執筆
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